坐って 煙草 を 吸って いました が、 立って 来て、 私に あ 

ち こち 向かせて、 眉 を ひそめ、 つくづく 見て、 ところ 

どころ 指で 押してみ て、 

「痒くない か。」 と 聞きました。 私 は、 痒くない、 と 答 

えました。 ちっとも、 なんとも 無い のです。 あの人 は- 

首をかしげて、 それから 私 を 縁側の、 かつと 西日の 当 

る 箇所に 立た せ、 裸身の 私 を くるくる 廻して、 なお も 

念入りに 調べて いました。 あの人 は、 私のから だの こ 

とに 就いては、 いつでも、 細かす ぎる ほど 気をつけて 

くれます。 ずいぶん 無口で、 けれども、 しん は、 いつ 

でも 私 を 大事に します。 私 は、 ちゃんと、 それ を 知つ 



て、 私 は、 家の 仕事の かたわら、 洋裁の 稽古に はげみ、 

少しずつ ご 近所の 子供さん の 洋服の 注文 なぞ も 引き 受 

けて みるよう になって、 将来の 自活の あても つき かけ 

て 来た ころ、 いまの、 あの人の 話が あつたので ござい 

ます。 お 話 を 持って来て 下さった お 方が、 S ぼ わば 亡父 

の 恩人と でもい うような 義理 あるお 方で ございました 

から、 むげに 断る こと もで きず、 また、 お 話 を 承って 

みると、 先方 は、 小学校 を 出た きりで、 親 も 兄弟 もな 

く、 その 私の 亡父の 恩人が、 拾い上げて 小さい 時から 

めんどう 見て やって いたの だそう で、 もちろん 先方に 

は 財産な ど ある 箬 はなく、 三十 五 歳、 少し 腕の よい 図 



ら 新しく 借りた のです し、 あの人 は、 その まえ は、 赤 

坂の アバ アトに ひとりぐらしして いたので ございます 

が、 きっと、 わるい 記憶 を 残したくない というお 心 も 

あり、 また、 私への 優しい 気兼ね もあった ので ござい 

ましょう、 以前の 世 $1 道具 一切合切、 売り払い、 お 仕 

事の 道具 だけ 持って、 この 築地の 家へ 引越して、 それ 

から、 私に も 僅かば かり 母から もらった お金が ござい 

ましたし、 一 一人で 少しずつ 世帯の 道具 を 買い集め たよ 

うな わけで、 ふとん も簞笥 も、 私が 本郷の 実家から 持 つ 

て 来たので ございま すし、 せんの 女の ひとの 影 は、 ち 

ら とも 映らず、 あの人が、 私 以外の 女の ひとと 六 年 も 



つもりで ございます。 考える さえ、 飛び 上る ほど、 い 

やなこと です。 私が、 その 休憩時間、 お 友達に そう 言つ 

て やりましたら、 お 友達 も、 みんな 素直に 共鳴して 下 

さいました。 いちど 先生に 連れられて、 クラス 全部で、 

上野の 科学博物館へ 行った ことが ございます けれど、 

たしか 三階の 標本 室で、 私 は、 き やっと 悲鳴 を 挙げ、 

くやしく、 わんわん 泣いて しまいました。 皮膚に 寄生 

する 虫の 標本が、 蟹く らいの 大きさに 模型され て、 ず 

ら りと 棚に 並んで、 飾られて あって、 ばか！ と 大声 

で 叫んで 棍棒 も つ て 滅茶苦茶に 粉砕した い 気持で，) J ざ 

いました。 それから 三日 も、 私 は 寝ぐ るし く、 なんだ 



図柄に 依って は、 とても 我慢で きなくなる ものが あり 

ます。 そんなに 皮膚の やまい を 嫌って いるので、 自然 

と 用心深く、 いままで、 ほとんど 吹出物の 経験 なぞ 無 

かった のです。 そうして 結婚して、 毎日お 風呂へ 行つ 

て、 からだ をき ゆつ きゅっと 糠で こすって、 きっと、 

こすり 過ぎた ので ございましよう。 こんなに、 吹出物 

してし まって、 くやしく、 うらめしく 思います。 私 は- 

い つたい どんな 悪い こと をした というの でしよう。 神 

さま だって、 あんまり だ。 私の 一ばん 嫌いな、 嫌いな 

もの を ことさらに くださ つ て、 ほかに 病気が 無い わけ 

じ やなし、 まるで 金の 小さな 的 をす ぼんと 射 当てた よ 



づけて 体操で きず 泣き出しそう になって、 それに、 い 

わきした りんぱせん 

ま 急激に からだ を 動かした せいか、 頸と 腋下の 淋巴腺 

が 鈍く 痛み 出して、 そっと 触って みると、 いずれも 固 

く 腫れて いて、 それ を 知った ときには、 私、 立って 居 

られ なく、 崩れる ようにべ たりと 坐って しまいました- 

私 は 醜い から、 いままで こんなにつ つましく、 日蔭 を 

選んで、 忍んで 忍んで 生きて 来たのに、 どうして 私 を 

いじめる のです、 と 誰に ともなく 焼き 焦げる ほどの 大 

きい 怒りが、 むら むら 湧いて、 そのと き、 うしろで、 

「や あ、 こんなと ころに いたの か。 しょげち やい けね 

え。」 と あの人の 優しく 眩く 声が して、 「どうなん だ。 



どもが、 うなだれて、 うようよ いる。 盲人で はないけ 

れ ども、 どこか、 片輪の 感じで、 老爺 老婆の 多い のに 

は 驚きました。 私 は、 入口に ちかい、 ベンチの 端に 腰 

をお ろして、 死んだ ように、 うなだれ、 眼 をつ ぶり ま 

した。 ふと、 この 大勢の 患者の 中で、 私が 一ばん 重い 

皮膚病な のか も 知れない、 という ことに 気が つき、 びつ 

くりして 眼 を ひらき、 顔 を あげて、 患者 ひとりひとり 

を 盗み見いた しました が、 やはり、 私 ほど、 あらわに 

吹出物し ている 人 は、 ひとり も ございません でした。 

皮膚科と、 もう ひとつ、 とても 平気で 言えない ような- 

いやな 名前の 病気と、 その ふたつの 専門医だった こと 



めい そ-つ 

ザに 気取って、 おろかしい 瞑想に ふけって いるば あ 

ちゃん 女史に 見える でしよう が、 でも、 私、 こうして 

いるの がーばん、 らくなん です もの。 死んだ ふり。 そ 

んな 言葉、 思い出して、 可笑し ゆう ございました。 け 

れ ども、 だんだん 私 は、 心配に なって まいりました。 

さ さ や 

誰に も、 秘密が 在る。 そんな、 いやな 言葉 を 耳元に 囁 

かれた ような 気がして、 わくわく してまい りました。 

ひょっとしたら、 この 吹出物 も —— と 考え、 一時に 総 

毛 立つ 思いで、 あの人の 優し さ、 自信の 無 さも、 そん 

なと ころから 起って 来て いるので はな いのかしら、 ま 

さか。 私 は、 そのと き はじめて、 可笑しな ことで ござ 



て くれる のか も 知れ ませぬ。 女の 心 は、 いつわらずに 

言えば、 結婚の 翌日 だって、 他の 男の ひとのこと を 平 

気で 考える- ,1 とがで きる の で ござ います もの。 人の 心 

は、 決して 油断が なリ ませぬ。 男女 七 歳に して、 とい 

う 古い 教えが、 突然 おそろしい 現実感と して、 私の 胸 

をつ いて、 はっと 思いました。 日本の 倫理と いう もの 

は、 ほとんど 腕力 的に 写実な の だと、 目まい のす る ほ 

ど 驚きました。 なんでも みんな 知られて いるの だ。 む 

かしから、 ちゃんと 泥沼が、 明確に えぐられて 在る の 

だと、 そう 思ったら、 かえって 心が 少しす がすが しく、 

爽やかに 安心して、 こんな 醜い 吹出物 だらけの からだ 



す もの。 否定す る 女の ひとは、 噓 つきだ。 フ 口べ エル 

など、 私 はよ く 存じ ませぬ が、 なかなか 細密の 写実 家 

の 様子で、 シャ ルルが エンマの 肩に キスしょう とする 

と、 (よして！ 着物に 皺が、 —— ) と 言って 拒否す る 

ところ ございま すが、 あんな 細かく 行きと どいた 眼 を 

持ちながら、 なぜ、 女の 肌の 病気の くるしみに 就いて 

は、 書いて 下さらなかった のでし ようか。 男の人に は 

とても わからぬ 苦しみな のでし ようか。 それとも、 フ 

口べ エル ほどのお 人なら、 ちゃんと 見抜いて、 けれど 

も それ は 汚なら しく、 とても ロマンス にならぬ 故、 知 

らぬ ふりして 敬遠して いるので ございま しょうか。 で 
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